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論　　説

　抄　録　「モノ」に価値が見出された時代から「コト」に価値が見出される時代へとビジネス環境
は変遷しており，企業は「コト」のイノベーションを起こしていくことが必要である。イノベーショ
ンにおけるデザインが果たす役割は拡がりを見せるなか，本稿では「コト」のイノベーションを起こ
すデザインを「イノベーティブデザイン」と定義づけ，イノベーティブデザイン事例を紹介するとと
もに，イノベーティブデザインを保護する手段として，これまでになかった，製品コンセプト意匠制度，
意匠版トレードドレス制度，シリーズデザイン意匠群制度を提言する。

意 匠 委 員 会
第 １ 小 委 員 会＊
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1 ．	はじめに

昨今の第四次産業革命に代表されるビジネス
環境の急速な変化のなかで，企業が今後も変わ
らず生き残り，且つ一層成長していくためには
イノベーションが必要である。
第一次産業革命（機械化），第二次産業革命（電

力を用いた大量生産），第三次産業革命（自動化）
の中で，様々な技術が発明され，幾多の製品が
作られてきた。これらは，社会を発展させるモ
ノ，人々の暮らしを豊かにするモノ，所有する
ことで悦びを得るモノなど多岐に亘る。
その為，産業の発達を目的として意匠法が制

定されるようになってからは，あくまで「モノ
（形状）」を保護することに重点が置かれていた。
しかし，IoTやビッグデータ等の技術革新に

よるビジネス環境の変化と併せて，製品のコモ
ディティ化が急速に進む傾向となり，人々の生
活様式は共通点を増し，製品の優位性や独自性
＊  2017年度　The First Subcommittee, Design 
Committee

イノベーティブデザインの保護に向けた
あるべき意匠制度の調査研究
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を保持することが困難な状況に直面している。
そこで注目されるようになったのが「モノ」

から「コト」への変化である。
モノの所有だけで満足が得られる時代は終焉

を迎え，商品の使用やサービスを利用すること
で得られる体験によって，悦びを得られる時代
へと変化していった。つまり，価値は「モノ・
機能の所有」から「ユーザーの体験」へと変化
している。
企業には，従来にない体験や，洗練された体
験に価値を見出し，提供することが求められて
おり，それを実現するためには「コト」でイノ
ベーションを起こしていくことが必要である。
では，「コト」のイノベーションにおけるデ
ザインの役割は何か。残念ながら，このテーマ
に関する提言や文献は少ない。
例えば，「デザイン思考（Design Thinking）」
という言葉に代表されるように，デザインの果
たすべき役割は，従来の「モノ」を対象とした
デザインに留まらず，ビジネス設計，サービス
設計にまで拡がりを見せている。これらの「コ
ト」を対象としてデザインすることが，ユーザ
ーにこれまでにない価値や体験を提供すること
へと繋がるのではないだろうか。
本稿では，「イノベーティブデザイン」を，「コ
ト」のイノベーションを起こすデザイン，つま
り「これまでにない価値や体験を提供するデザ
イン」と定義した上で，２つのイノベーティブ
デザイン事例を紹介する。
また，イノベーティブデザインの保護手段と
して，今後の意匠制度の在り方を提言する。

2 ．	イノベーティブデザイン事例１

一つ目のイノベーティブデザイン事例として，
ヘッドホンステレオ市場という新たな市場の創
出とともに，世界中の人々のライフスタイルに
大きなインパクトを与えた，ソニー株式会社（以
下，ソニー）のウォークマン®を紹介する１）。

2．1　ウォークマン®の誕生

1978年に発売されていたスピーカー内蔵型の
モノラルタイプ録音再生機「TCM-100」（通称
プレスマン）をベースとして，スピーカーと録
音機能を省き，空いたスペースにステレオ再生
回路を入れた小型の再生専用機の商品化が進め
られた。これがウォークマン®の起源である。
当時，「録音機能のないプレーヤーは売れな

い」と考えられていた中，「音楽を自由に持ち
運べる」コトを実現する製品としてポケットサ
イズのステレオカセットプレーヤーであるウォ
ークマン®が誕生した。
翌年（1979年），ウォークマン®の製品発表会
が行われ，新しいコト，すなわち製品がもたら
す体験を理解してもらうために，実際にローラ
ースケートをしながら音楽を聴くデモンストレ
ーションも実施された。この製品がもたらす体
験＝製品コンセプト，の斬新さが口コミで広が
り，爆発的ヒットへと繋がった。
その後も後継モデルが数多く発売され，日本
国内に限らず，世界中でウォークマン®は定着
した。

図１　ウォークマン®の変遷
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2．2　ウォークマン®の意匠権

図１に示す３機種に関する意匠権を調査し
た。すると，プレスマン「TCM-100」に関す
る意匠の意匠登録（第538958号，同号の類似１）
の後に，初代ウォークマン®「TPS-L2」に関す
る意匠が類似意匠として登録となっている（第
538958号の類似２）ことがわかった（図２）。

1970年代当時は，自己の登録意匠にのみ類似
する意匠について，新規性，先後願の規定の例
外として登録することが認められていた（類似
意匠制度）。
プレスマン「TCM-100」と初代ウォークマ
ン®「TPS-L2」が類似する意匠として登録され
ていることからも，ソニーは類似意匠制度を活
用して，本意匠となるプレスマン「TCM-100」
の類似範囲を明確化する戦略をとったものと推
察される。
その後，２代目ウォークマン®「WM-2」につ

いても，意匠登録がされている（第628435号）。

2．3　	ウォークマン®におけるイノベーティ
ブデザイン

初代ウォークマン®「TPS-L2」と，その前年
度に発売されていたプレスマン「TCM-100」
とを比較すると，両機種は同じ金型を使用して
いることもあって，具体的な寸法を比較しても
大差はない。つまり，ウォークマン®のイノベ
ーティブデザインは，「モノ」の寸法の改変だ
けでなく，「音楽を持ち運ぶ」という「コト」と，
「コト」をポケットサイズのステレオカセット
プレーヤーで実現した「製品コンセプト」をデ
ザインし，これまでにない価値を創造し提供し
たことであったと考える。

3 ．	イノベーティブデザイン事例２

二つ目のイノベーティブデザイン事例とし
て，体組成計だけでなく，タニタ食堂や，フィ
ットネスクラブ等のトータルサポートによる健
康ソリューションの提供でイノベーションを起
こしている，株式会社タニタ（以下，タニタ）
の事例を紹介する。

3．1　タニタの業態変遷

1994年に発売された世界初の家庭用脂肪計付
きヘルスメーターのヒットにより知名度を得た
タニタは，肥満が様々な病気の原因のひとつと
されていることに注目し，「健康をはかるから
健康をつくるへ」をスローガンに，適正体重（適
正な体脂肪率）を維持することをサポートする
事業を次々と打ち出していった。
具体的には，適正体重は食事，休養，運動・

活動のサイクルにより維持されるとして，「食
事」を提供するタニタ食堂，「睡眠」の深さや
状態を測定する睡眠計の製品化，「運動・活動」
をサポートするダイエットプログラムの提供や
女性専用フィットネスクラブの運営などを行っ
ている（図３）。

図２　ウォークマン®に関する意匠権
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このようにタニタは，従来型メーカーの「モ
ノ」を製造，販売する業態から，「モノ」に加え
て「健康をつくる」という「コト」を総合的に
サポート，提供する業態へと変遷を遂げている。

（1）タニタ食堂
最初に，タニタが展開する健康ソリューショ
ンの一つであるタニタ食堂について紹介する。
タニタ食堂は，タニタの社員食堂で提供して
いた低カロリーでもおいしい食事を，周辺で働
くビジネスパーソンが社員食堂のように利用で
きることを目指して誕生した。店舗デザインは
過度な装飾は控えられており，シンプル且つ清
潔感を有しつつ，セルフサービス用料理受け取
りカウンターを配することで，社員食堂風の雰
囲気を醸し出している。さらに特徴的なのは，
体組成計を備えたカウンセリングルームを設け
たことである。ただ食事を提供するだけではな
い，健康ソリューションを展開するタニタの存
在を強く印象づけている。
タニタ食堂による「健康作りのための食のソ

リューション」は，新たなモノづくりや企業価
値構築の方法論が評価され，2012年のグッドデ
ザイン賞を受賞している。
実際に当委員会ではタニタ食堂を訪れたが，

テーブルにタイマーが置かれていることに驚い
た。タイマーを確認しながら１食20分以上かけ
てゆっくり食べることを推奨しており，たしか
に時間をかけて咀嚼することで，ご飯100gの定
食であっても，かなりの満腹感を得ることがで
きた。
このように，タニタ食堂は店舗による「空間」

のデザインを行い，それだけに留まらず，サー
ビスの提供方法も含めて，店舗を訪れたユーザ
ーが「食事」をどのように感じるのかを考えな
がらデザインしている様子が見られる。

（2）La	Muse
次に，女性の健康的で美しいからだづくりを
サポートするブランドとして立ち上げられた
La Museシリーズを紹介する（図４）。

図３　タニタの健康サイクル２）
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構成製品は体組成計，活動量計，皮下脂肪厚
計の３つであり，女性の美しいボディーライン
には適度な皮下脂肪を必要とし，これを数値化
して理想の値を設定している４）。このようにイ
ンナービューティー（健康美）に特化した機能
を備えた３つの製品によって女性のダイエット
をサポートしているが，外観も女性らしいデザ
インであり，統一感のあるものとしている。
いずれの製品もシャーベットピンク，ベビー

ピンク，スノーホワイトの３色が設定され，部
屋や服装，好みに合わせて選ぶことができる。
また，適度にシルバーを配色し，丸みを帯びた
柔らかみのある形状とすることで，化粧品のよ
うに見えるところに置きたくなるようなデザイ
ンとしている。
さらに，デザインを綺麗に見せるため体組成
計のボタン類は全て側面配置としている。一方
で，女性の使いやすさにこだわり，爪が長くて
も楽に押せるようにボタンの大きさや配置が考
慮されている。
このような統一感のあるデザインを配するこ
とにより，La Museシリーズの「ブランド」が
構築されている。

3．2　タニタ製品の意匠権

タニタで提供している健康ソリューションに
関する意匠権を調査した。
1992年に発売した世界初の体脂肪計に関する
意匠の意匠登録（第912049号）（図５）だけで
なく，最近ではLa Museシリーズの体組成計，

活動量計，皮下脂肪厚計に関する意匠の意匠登
録（第1491032号他）がされており，タニタは
従来から製品形状の保護を図るために，意匠権
を活用していることがわかる（図６）。

3．3　	タニタにおけるイノベーティブデザ
イン

前述したように，タニタは，体組成計という
「モノ」のデザインや販売だけに捉われず，タ
ニタ食堂やLa Museシリーズを一例に示すよう
に，食事，運動・活動，睡眠のそれぞれにアプ
ローチするアイテムを揃え，様々な角度からユ
ーザーの健康をサポートする健康ソリューショ

図４　La	Museシリーズ３）

図５　体脂肪計に関する意匠権

図６　La	Museシリーズに関する意匠権
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ン，すなわち「コト」をデザインしている。こ
の「食事・運動・睡眠を連動させつつ，計測を
行い，健康をつくる」という「コト」が，タニ
タの提供する価値であり，イノベーティブデザ
インであったと考える。

4 ．	イノベーティブデザインと意匠制度

4．1　	イノベーティブデザインにおける	
「モノ」と「コト」

イノベーティブデザインの保護手段として，
意匠権が果たす役割とは何か。イノベーティブ
デザインにおける「モノ」と「コト」の関係性
を公益財団法人日本デザイン振興会の「モノと
コトのデザイン」の考え方５）を参考に，イノベ
ーティブデザイン事例１で紹介したウォークマ
ン®を例に考察した。
図７に示すように，「モノ」としてのウォー
クマン®は，ユーザーに新しい価値として提供
される「音楽を持ち運ぶ」という体験，すなわ
ち「コト」を実現するための手段である。
つまり，「モノ」は「コトを成す手段」とい
うのが，「モノ」と「コト」の関係である。

一方で，ユーザーに新しい価値を提供するた
めの「コト」の実現手段は「モノ」に限られな
い。前述したイノベーティブデザイン事例の中
で紹介した「製品コンセプト」や「空間」，「ブ
ランド」などもコトを実現するための手段の一
つである。
今後，イノベーティブデザインによって「コ

ト」のイノベーションを実現するためには，「モ
ノ」の形をデザインするだけでなく，「製品コン
セプト」や「空間」，「ブランド」などを総合的
にデザインすること，つまりユーザーの利用体
験を設計する「デザイン思考（Design Thinking）」
が求められているのではないだろうか。

4．2　	イノベーティブデザインと現状の	
意匠制度

では「コト」のイノベーションを実現するた
めのイノベーティブデザインは，現状の意匠制
度により適切に保護されているのだろうか。
現状の意匠制度では，「コト」を実現するた

めの手段の一つである「モノ」を，更に言うと
「モノ」の一部である「物品の形状」を保護し
ているに過ぎず，そのことで間接的に「コト」

図７　イノベーティブデザインにおけるモノとコトの関係
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の一部を保護しているに過ぎないと考える。
「モノ」以外の「コト」の実現手段の例に挙
げた「製品コンセプト」，「空間」，「ブランド」
の保護の現状はどうか。

（1）「製品コンセプト」について
「製品コンセプト」については，現行の関連
意匠制度や部分意匠制度を利用したとしても，
同一コンセプトで似たような形状となる後発品
の参入を防いでいるとまでは言い切れない。

（2）「空間」について
「空間」については，日本では，店舗デザイ
ンが不正競争防止法の「商品等表示」に該当す
るとして，使用差止めの仮処分により保護が認
められた事例６）があるものの，不正競争防止法
で保護を受けるためには，商品等表示として需
要者に広く認識されている必要があるため，新
規に事業を展開する段階で，店舗デザインにつ
いて保護を受けることは困難である。
また，その他に空間デザインを保護する制度
としては，商標制度の一部としてトレードドレ
ス制度が認められている国もあるが，この制度
は日本では採用されていない。

（3）「ブランド」について
「ブランド」については，例えば主力製品の
形状を意匠権で保護することによって，その製
品に化体されるブランドが保護されるという考
え方もある。しかし，共通の形状や色彩によっ
てブランドが構築されたシリーズデザインにま
で，十分に保護が図られているとは言えない。
たとえ現行の関連意匠制度を利用したとして

も，関連意匠として保護が認められるのは，本
意匠と同一又は類似の物品の範囲のみであると
いう物品的な制約や，本意匠の意匠公報発行日
前までという時期的な制約がある。
そのため，例えば非類似物品で構成された幾

年にも亘るシリーズデザインによって想起され
るブランドまで，意匠権で保護されているとは
言えない。

5 ．		イノベーティブデザインの保護に
向けたあるべき意匠制度

前述したように，現状の意匠制度ではイノベ
ーティブデザインを適切に保護できていない。
では「コト」のイノベーションを実現するた

めの一つである「製品コンセプト」や「空間」，
「ブランド」を意匠制度で保護するためには，
どのような制度の在り方が望ましいのか。
「製品コンセプト」は特許制度，「空間」や「ブ
ランド」は商標制度に基づいて検討することも
考えられるが，ここではデザインと密接な関係
にある意匠制度による保護方法について検討す
る。
なお，いずれの意匠制度も，現行の意匠制度に
捉われず，且つ併存することを前提としている。

5．1　製品コンセプト意匠制度

まずは，「製品コンセプト意匠制度」を提案
する。
この「製品コンセプト意匠制度」は，例えば

従来から図面として添付可能である「使用状態
を示す参考図」のように，物品の使用目的・使
用方法等の理解を助けるためだけの位置づけで
はなく，使用目的等が包含された「製品コンセ
プト」を権利範囲に含めようとするものである。
審査等における意匠の類否は，「物品」と「形

態」の類否によって総合的に判断されるもので
あるが，この「製品コンセプト」を「形態」の
認定に含ませ，意匠の類否に影響を与える要素
とする。
そのため，意匠出願手続きにおいて作成する
願書及び願書に添付される図面においては，「製
品コンセプト」を明確に記載する必要があると
考える。
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（1）願書及び図面の記載方法
従来から記載が必須であった，願書及び願書
に添付される図面（六面図等（図８））に加え，

①  製品の外観に表れる新規な「製品コンセプ
ト」を願書に記載し，

②  当該コンセプトが実現されている「製品コ
ンセプトを示す使用状態図」（図９）を図
面に記載

して出願することで，【物品の外観×製品コン
セプト】による意匠権として保護を図るもので
ある。
具体的な記載内容を，ウォークマン®「TPS-  

L2」を一例として説明する。

＜願書の記載＞
【製品コンセプト】ヘッドホン専用の再生機
器であって，機器に装着した音楽用記録媒体を
再生し，どこでも音楽を聴くことができる。

＜図面の記載＞

（2）権利が及ぶ範囲について
新規なコンセプトであると審査官が認めた内

容については，【物品の外観×製品コンセプト】
を基に権利範囲が定められる。
そのため，形態の類似範囲が従来より広く解

釈される。

例えば，ソニーのウォークマン®「TPS-L2」
に関する意匠権の権利範囲の想定は図10の通り
である。
従来の意匠制度では，形状Ａや形状Ｂの製品
とは細部の差異により非類似とみなされるであ
ろうが，当該制度を利用すれば，形状Ａや形状
Ｂの製品も同一コンセプトに含まれるため，ウ
ォークマン®「TPS-L2」に関する意匠権の範囲
内に位置づけられ，他社は実施することができ
ない。
そのため，当該制度による権利化ができれば，

同一コンセプトで直方体形状となるような，携
帯型再生機器の後発品の参入を防止できる可能
性がある。
なお，当該意匠制度によって，不当に広い権

利範囲の登録意匠が乱立してしまう虞もあるた
め，【製品コンセプト】の記載に対しては，新
規性等の審査だけでなく，実現可能性について
も厳格に審査される必要があると考える。

図８　【六面図】
※ 例えばアウトラインのみを権利要求するような
シンプルなもの

図９　【製品コンセプトを示す使用状態図】
※ 願書に記載した【製品コンセプト】の解釈を
補助するためのもの（必須図面）

図10　権利が及ぶ範囲のイメージ
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5．2　意匠版トレードドレス制度

次に，意匠権によるトレードドレスと同様の
保護（意匠版トレードドレス制度）を提案する。
前述した「製品コンセプト意匠制度」は，製
品の外観に表れる新規な製品コンセプトによっ
て実現される「コト」を保護することを目的と
しているが，「コト」は製品コンセプトに留ま
らず，製品やサービスを提供する店舗において
も新規性や独自性を有する「空間デザイン」と
して表出され，「コト」のイノベーションをサ
ポートするものと考える。
空間デザインを保護する制度としては，前述
したように「トレードドレス」があるが，米国
では，通常の商標と同様にこの「トレードドレ
ス」の連邦登録が認められており，代表的な登
録例としては，アップルストアの店舗外観デザ
インがある（図11）。

「空間デザイン」を保護するためには，この
トレードドレス制度の導入が有効な手段の一つ
である。
日本においても平成26年商標法改正の際に

「新しいタイプの商標」として「トレードドレス」
の導入も検討されたが，国際的にトレードドレ
スの定義が確立されていない等の事情により，
適切な制度運用が定まるまで導入が見送られた
経緯がある７）。
本稿で提案する「意匠版トレードドレス制度」

は，従来のトレードドレスの保護要件とされて
いる「識別性」を不要とし，コンセプトの「新

規性」を評価して空間デザインを保護するもの
である。
この制度により，新規なコンセプトを基にデ
ザインされた店舗デザインについて，事業を展
開する早い段階での保護が期待できることとな
る。
このように，空間デザインの保護拡充を図る
ことが，これまでにない価値（体験）の保護に
繋がっていくと考える。

5．3　シリーズデザイン意匠群制度

最後に，幾年にも亘って採用された共通の形
状や色彩によって，ブランドが構築されたシリ
ーズデザインを保護するための「シリーズデザ
イン意匠群制度」を提案する。
当該制度は，関連意匠制度を拡充したもので

あって，同一出願人であり，共通のシリーズを
構成する要素を備えた意匠であれば，

① 最初に登録された意匠公報発行後に，
② 非類似の物品であっても，
シリーズデザイン意匠として出願，登録する
ことを可能にするものである。
具体的に①については，最初に登録された意
匠の存続期間満了日までをシリーズデザイン意
匠の出願可能期間とすることが考えられる。
また，②については，シリーズデザインとし
て最初に出願する意匠出願の願書に，当該制度
を利用した出願である旨の表示をするととも
に，【シリーズを構成する要素の説明】欄を設け，
どのようなデザインがシリーズデザインとして
共通要素となるのかを明確に記載しておくこと
が考えられる。
記載内容の一案を，以下図面（図12）を例と
して説明する。

＜願書の記載＞
【シリーズデザインによる意匠】
※当該制度を利用した出願である旨の記載

図11　米国商標登録第4277913号
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【シリーズを構成する要素の説明】正面視若
しくは側面視において，アルファベットのＤを
基調とした外形形状を呈しており，その左側端
部には，アルファベットのＩを基調とした黒い
帯状部が設けられている点。

＜図面の記載＞

現状の関連意匠制度では，本意匠と類似する
か否かの判断は，前述同様「物品」と「形態」
の類否によって総合的に判断されるものである
が，「シリーズを構成する要素の説明」を「形態」
の認定に含ませることと併せて，「物品」の要
件を緩和することで，シリーズデザインを群と
して保護できるようにするものである。
シリーズデザインの保護は，たとえ非類似物
品で構成されたものであっても，幾年にも亘る
共通したデザインによって，ブランドを想起さ
せることができるため，ブランドの保護を行っ
ていく上で非常に重要である。
ブランド保護は主に商標制度で図られている
が，商標制度には形状を保護する手段として立
体商標等がある一方，群としての保護や形状の
部分に特徴のあるものの保護は難しい。

また，商標制度では識別力が必要となるが，
識別力の獲得には時間を要する場合があるた
め，その間の他人によるフリーライドを防止す
ることができない。シリーズデザインを保護す
る意匠制度を設けることで，ブランドの保護拡
充に繋がると考える。

6 ．	小　　括

「コト」のイノベーションを実現するための
一つである「製品コンセプト」や「空間」，「ブ
ランド」を保護するためのこれら意匠制度が導
入されれば，現状では「モノ」の一部である物
品の形状を保護しているに過ぎない意匠権の保
護範囲が，図13に示すように「コト」を構成す
る「モノ」以外の実現手段にまで拡がるため，
イノベーティブデザインの適切な保護に繋がっ
ていくと考える。

図12　シリーズデザイン意匠の図面
※ 本意匠（ノート）の意匠公報発行後であっても，
非類似物品となるシリーズデザイン意匠（筆箱，
ランドセル）の出願，登録が可能。

図13　意匠権の保護範囲拡充イメージ
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ユーザーの体験によって悦びを得られる時代
へと変化している昨今，「コト」のイノベーシ
ョンにおけるデザインの果たすべき役割は，今
後益々拡がりを見せるであろう。
ビジネス環境の急速な変化の中で，企業が発
展，成長していくためにも，拡大するデザイン
領域を適切に保護できるような意匠制度となる
ことを望む。

7 ．	おわりに

本稿では，モノに価値が見出された時代から
コトに価値が見出される時代へとビジネスが変
遷するなか，コトのイノベーションを実現する
ために重要な「イノベーティブデザイン」の保
護手段について研究を行い，今後のあるべき意
匠制度の提言を行った。
本稿で提案した３種の新制度（製品コンセプ
ト意匠，意匠版トレードドレス，シリーズデザ
イン意匠群）を実際に実行に移すには，まだ細
部の検討が足りない箇所もあるが，現行意匠制
度では保護できない領域にスポットを当てるこ
とで新制度立案に向けた議論に一石を投じ，日
本企業発のイノベーション活性化に少しでも貢
献出来れば幸いである。
本稿は，2017年度意匠委員会第１小委員会の

構成委員である，手島悠太（副委員長　三菱電
機），山口卓（副委員長　ブリヂストン）， 
尾崎瑠依（東芝テック），千葉牧子（東芝）， 
月山由紀子（ノーリツ），中津川良枝（日本電
気特許技術情報センター），楢原菜穂美（ソニ
ー），濱石悟（日産自動車），森友香（リコー），
米山顕司（能美防災）の執筆によるものである。
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  http://www.tanita.co.jp/shokudo/shop
  フィッツミー：
  http://www.fitsme.jp/about/training
  からだカルテ：
  http://www.karadakarute.jp/info/karte/service.

html
  睡眠計，スリープスキャン：
  http://www.tanita.co.jp/product/g/_TSL511WF2/
  体組成計：
  http://shop.tanita.co.jp/shop/g/_TBC810WH/
  活動量計：
  http://shop.tanita.co.jp/shop/g/_TAM112SV/
 3） タニタオンラインショップ
  皮下脂肪厚計：
  http://shop.tanita.co.jp/shop/g/_TSR803BP/
  活動量計：
  http://shop.tanita.co.jp/shop/g/_TAM132BP/
  体組成計：
  http://shop.tanita.co.jp/shop/g/_TBC800BP/
 4） タニタ　La Muse
  https://www.tanita.co.jp/content/lamuse/sr803.

html
 5） 公益財団法人日本デザイン振興会HP
  https://www.jidp.or.jp/ja/about/firsttime/

whatsdesign
 6） 東京地裁平成28年12月19日判決，平成27年（ヨ）

第22042号 仮処分命令申立事件
 7） 平成25年９月産業構造審議会知的財産分科会「新

しいタイプの商標の保護等のための商標制度の
在り方について」

（URL参照日は全て2018年２月13日）

（原稿受領日　2018年２月14日）

※本文の複製、転載、改変、再配布を禁止します。


